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内 容 梗 概

わが国の炭砿における輸送.一役備としては,従来コース巻i･こよる損車巻_ト｢渋か広く使用されていた｡

しかしコース巻上プノ法は運搬一鋸こ限度がある｡ベルトコンベヤは従来の斜坑にそのまま設陀が刊牒であ

り,また運搬最もきわめて大きい-:とくに近時強ノJ人絹ベルトの進歩により,ベルトの強度は飛躍†:帖こ

上界した結果,炭砿の運搬ぷ備としてほ樽柏)て有利となった.__･今回日本炭砿株式会社二島鉱業所二島坑

に設荘した集団ベルトコンベヤほ,斜坑傾斜15度運搬距離的3,000mの斜坑内な300kW(400HP)8

台,220kW(300HP二)1子豆｢9台のベルトコンベヤによりl時障600tの原炭を,坑庇より坑外送炭

まで輸送するもので,坑外選炭場牒斗の操作室エー)遠隔総括制御を行うし二 斜坑ベルトコンベヤによる一

連の長さ運搬一位ともに本邦の記臥【-1'-であるし:

1.緒 言

根砿における運搬合理化の-一一端として址底よ【り虹卜ま

での輸送を1 こ酢筒 人容

送することが望まれている｡従

跡
-け に備 より輪

わが車†の根砿で,最も

多く使mされていたコース巻によるノ捌〔巻上ソノ法では,

運搬紬二眼願うこあり,これに代る方法としてベルトコン

ベヤによるれまたほ竪址による輸送ノJ法が考えられるで

ベル1､コンベヤは択車各L二げに†東川Lた斜坑にそのまま

設帯が‖∫能であり,運搬て.1二もきわめで大きいこノ抽こ昆時

強力ベルトの進歩と制御力法の発j動こより,斜坑班灘詔

怖としてきわめて有利であるので集川斜坑ベル1､コンベ

ヤを使川する炭砿が沖川りの偵帖こある_-｣/㌢いり日本根砿妹

式会社二鳥鉱業所二鳥坑に設苫

ほ坑道傾斜15度,

レ
､

コンペヤ

搬距離酌3,000m,ベル1､帖1,060

mm,一連の長さ約350m,電動機300kW(400HP)×

8fナ,220kW(300HP)xl否,訂9てど?で1時間600t

(鼓大700t)の軌災を,址庇ポケットより坑外選柳刃ま

で輸送するもので,坑外選択場ぷ_卜の据作室より遠l描絵

描制御を行う.斜坑コソベヤに二日ける一一迫の長さおよび

捕~力ともに本邦の記録l-■■-1であるJ

この現計甘ベルト設か削こ郁夫を机叔するための設備とし

て,一斜坑坑庇および三坑坑底にそれぞれ本硲的な操車

設備針伸利こ~製作納入したが,これらほ切羽からディー

ゼル機関し直こより牽引されてきた了湖および他車の混合

列車を,ディーゼル機闇⊥l~tより別り離したのち,根車お

よび硬巾の什分け,チッナラまでの引#せ,チップラに

よりイ√′長の放=,空中および硬車の処理,チップラトに落

下したイイ炭をローラスクリ←ンにより選別L,ヒッキン

グコンベヤ上にて大塊および牒物の除去を子｣ニったのら,

l~トエ蔓具n三所亀イー;▲~｣二場

=立製作所l~トト1二場

反発式クラッシャにより 一定サイズ以下に破砕してポケ

ッ1､に貯蔵するまでの設備を辿勤またはr-1動運転により

行っており,また列中いシユ▲矧柏ま坑内全般の最中の運行

を,小火指令所にある昭光表ホ極上に表示L,ここより

炭申の運行,子-f先の指ノj三,ポイントの切換えなどいっさ

いの指令および躁作を行うことができる｡

行路線の交叉†紬は軌道回路などを用いて†言-～‡灯を蚊川

押え衝突追突などの~掛故なく整然たる運行が▲■イ能であ

これらは数巨台の牒層渦潮より成っていて,その駆動,

仕り･,保安のための電気機器もきわめて多いので,その

詳細についてほ稿を改めて説明することとし,本稿にお

いてほ集卜J~卜ベルトコンベヤ設備のみにつき述べる:=

2.設 備 概 要

本設備は~∴島坑坑比2m所の貯根ポケ･ソトよr)交互,

またほ同時に原長桧を積見込み,斜坑内2,800m間に矧=賢

Lた3001(W(400HP)8否のベルトコンペヤ,および坑

[†より選局壬域までの 220kW(300HP)のベルトコンベヤ

17ど†,計97と㌻にて輸送を行うものである(二J木設備は数ヤ

前より計1帖こ請･手L,スチールラバーコーテッドベルト

の検討,スチールー7イヤドープ入りベルトの月内試作克

どを子｣二ったれ そのl~と-;~iベルト帆イiJに瓜ノJ人糸【】を仙川Lた

高張力ベルトの土耶‡な進歩Ⅰこより,強ソJ人網ベルトを便

川することとした′_.ベルトコンベヤー･址の長さは,ベル

1､凪度の点の見よりすれは,斜坑l月5迅設附でも可能で

はあるが,設備班,維持賞および保′1:の面よ国際討を行

い,斜坑l与一辿の長さ約350mを針通直列に配-■′1壬した〔〕

第1図に斜み■〔内のベルトコンベヤの_全休矧-1′てをン｣ミす｡

2.】仕 様

本ベルトコンベヤの什様は

輸 離距
...約3,000皿
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1機の輸送距離…約350m

運搬~E■i:.
....600t/h(故人700tノh)

ベルト幅…………1,060mm

ベルト速度………120mノmin

傾 斜…………15皮

電動機…………坑内300kW(400HP)

坑外220kW(300HP)

2.2 ベ ル ト

乍_ぶ~■却卿-
/~･一九一 †

一-′み
~`〟野~

ベルトの占める

割合ほきわめて大きい｡ベルトの損傷は,積込部におけ

る衝撃またはすべりによるものが最も多く,ベルトのぷ

命はほぼベル1､の長さに比例するものと考えられる._-,ゆ

ことが望ましいが,k面取替え時にほそれだけ多数の工

数を要す｡.従来のベルト川帆布に,綿帆和こ代り人絹帆

布を使用した強力人絹ベルト珂Il現し,ベルトの強度ほ

飛躍的に上昇したこ 綿帆布に比べ引張強度は数倍に遵し

ている.｡綿帆布ベルト1cm plyあたりの強度ほ,普通

70kg前後,最高100kgが限度であったが,人絹ベルト

ほ400kg以1二に通している｡ベルトの戯度上昇により
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5plyおよL:ご6plyを混川LたPR由ほ,本設備では

ベルトコンベヤが同･_条作で運転されるので,ply数の

変化によるベルトの宥命そのほかの影響の比較検討を行

い,今後の交換の際の優ガ､Ⅲ定の資とするためである｡

2･3 琵区勤装置

馬区動装罠ほ第2図に示すように,電動機より流体継手,

減速機,フレキシブルギヤカップリングを経て駆動プー

リを駆動するし′減速機高速軸王琳こは二重バンド式逆転防

1ヒ装;托,■1~-速軸端にほラチェット式逆転防止装鍔を備え

ている.こ 7~-リは駆動プーリとアイドルフ~-リをタンデ

ム形に醐'r'壬し,駆動プーリ衣凧こはヘリングポーン形ゴ

ムライニングが焼付けしてある｣一一般に高一け;力のベルト

コンベヤはベルトの張力を減少せLめるためタンデムド

ライブとすることか汗通であるが,本機でほシングルド

ライブを採川L･た｡タンデムドライブは,ベルトの張力

側と弛緩側の延びの差,行フ~-リの直径差,またほプー
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第2図 駆 動 部 分

リ表面に粉根の付着のたポ〕′【ミじる行プーリ表面の速度差

により,プーリとベルト間にスリッブを]三し,ベル1､･

プーリの掛払 動~ノ]の損失などの欠点がある._ この対策

としては程々の方法が考えられるが,いずメLも構造が俊

雄となるか,またはなんらかの欠止があり,あまり`天川

化されていない｡加えて本機は傾斜コンベヤで,機長が

きわめて長く,ベルトの[:‡前による張力が比較的大きく,

タンデムドライブに比べ,ベルトのノ1土人張力ミ･･こ大差がな

いのでシングルドライブとした､､

プーリ表面のヘリンデポーン膨ゴムライニングは,ベ

ルトがぬれている場合でもほとんど摩擦係数が低卜せ

ず,また溝が傾斜しているので構にほいった松沢ほ側方

に排出され口iiIリ)が少ない.

逆転防止装細ま,抑上磯操作による 二巾ニバンド式とラ

チェット式の2程を減速機小山こ設け,~∵~和こ逆転を防止

している.-,

2.イ シュ
ート

シュートの構造のいかんほ,ベルトけホ命,れ根の糊

化,炭塵の飛散などに影登Lきわが:〕で丁に要な問題であ

る｡ベルト損傷の頂囚町人郁分は コンベヤ淋】lでシュ

ートよりベルトに~接荷の際のベルトに′ナえる術撃,また

ほすべりである.､_.特に人絹ベルトは微少な破損面よりの

水分のミ浸透が強度を激減せしめる.イ√根ほプーリよりシ

ュート上に落1ごの際,衝撃によF)串)化する イ｢根の粉化

ほ品位の低下となる._- この対策としてプーリよりイ√眠か

離れる据物税の帆∴(〕庄くまでシュートを上げ,イ｢択は落

下することなくシュートトを流かる構造とするとともに

炭矧こ合ったは斜とする必要がある._.シュートの流れ用

度は炭質,粒度,水分によ〔)変化し,決ぶはなかなか陸l

難であるので,本磯のシュートほ,あらかしこめ一高さおよ

び傾斜の変更可能なぷ髄シュートを製作し,lけ捉砿のほ

かのコンベヤに取り付けて芥郁の購芯と､J一法を倹討の

■ヒ
定した.､】シュートの下r■那にはバースクリーンを設

け,その角度は現矧･ニて附判こ.凋掛-｣■能とし,ベルトに

与える衝撃の緩和に努めたニノ このためれ根は落卜するこ

となくきわめて静粛にシュー1､上を通過しまた根僻の飛

散もきわめて少ないL.舞3図ほシュート部分をン｣1す

39
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第3岡 シ ュ
ー

ト 部 分

節4図 運転･~11の300kW(400HP)主電動機

2.5 ベルトクリーナ

ベルトクリーナほ軽々の椚造のものがあるれ いずれ

む･長 一毎で完仝なものはない｡本職の製作に際して

ほ,脊程のクリーナの央蹟を調査検討の結果,硬蘭闇ス

クレーパをL仁〔接ベル1､表†如こ当てかき~取る方式を採川し

たり こ川･ま肺造が卿】う一で清掃効黒もきわめて良好であ

り,ベルトに対する悪影繁もないu

2.d テークアップ

テークアップは_屯錘式で,テールプーリを台中にのせ,

これをローブにより後方に引き寄せる構造であるこ一
ベル

トか延びた ほ,丁動ハンドルにより窮錘のト'工程が簡叩

に.ジ｡-∃整できる.∴従来の綿帆イけベルトほベルト張力の差に

よりベルトの伸浜村畔l･1あったが,人絹強力ベルトは起

動時でもほとんど伸びがなく,また使用中の伸びもきわ

めて少ない∴.第4図ほテールプーリ部分をホすし

2.7 キャリ ヤ

キャリヤは,ピッチ1,200mmごとに,レタン1コーラ

ほ2,400mmごとに配吊し,約10mごとに計動調心キャリ
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第5図 主 電 動 機 の 配 列

第1表 電動機用ケーブルの長さと寸法

儲

忘
℃
h
い
⇒

｣

立

Ho.1

Xo.2

､､･､∴

Yo.4

Ho.5

No.6

No.7

】ヾ0.8

210

365

940

365

1,680

365

2,410

365

ヤを配置した｡シュート~tご部にほベルトの衝撃を緩和す

るためゴムリング入りクッションローラを配~『己した｡

3.主

3.1主電動機仕様

本装置に使用した

電 動 機

動機は220kW(300HP)1台と

300kW(400HP)8台,討9台より成り,坑外の選炭機屋

上にある運転室より遠▲万制御される｡

主電動機は全閉外扇形安全増防爆構造を採用し,下記

什様であり,流体継手を介してコンベヤを駆動する｡

電動機形式 TFOX-KK(特殊かご形)

300kW(iOOHP),3,150V,60′～,8極,900rpm

第4図に運転中の本電動機を示す｡全電圧起動である

上,負荷の性質上起動停止がひんばんであることを考慮

して,固定子 輪,Ⅰロ1転子導体ほ特に強固な特殊構造に

設計してある｡

3.2 配線計画

8台の電動機は舞5図のように4国路で給電される

が,電沫と 距の 電動機により210､2,775mの相異

があり,起動時の1ine dropの柑興が問題になる｡

本計画では,各電動機の端子電圧が( よるな

ノ
､
､し

うiこケーブル寸法を算甘選定し,電動機ほ8台とも同一一一

定櫓電圧とした｡電動機にかかる電圧ほ上 もて1よに

いくぶんの相異ほぢるが,これほ電動機の拍仲で十分補

っている｡ニの結果答電動機ほまったく同一であり,相

互の互換性を有するほか,将来設鍔さj~tるす備機ほ一機

瞳で済むことになる｡なお設計にあたってほ端子電圧の

最低のものでも起動トルク特怖が十分機能を満足する一一

第41巻 第7号

､l､

回 転 数｢別

穿=;図 屯動機流体継手のトルク一連度曲線

プム 最高のものでは

う苦心を払った｡

動電流があまり大きくならないよ

変電所電圧は3,400､ノ3,200Vの変動を考顧する必要が

あるが,3,000V まで低下しても差違転に支障ないように

設計されている｡

3.3 起動特性

_1;`電動機は流体敵手を介してコンベヤを駆動する｡こ
れにより起動時電動機は無n荷起動し,次にコンベヤを

回転せしめるので起動哨の電J王降下による起動トルク不

足のおそれかない=､この場合の電動枚,被動機の起動時

の相性は次のようになる′〕

弟る図において,縦軸(･･こトルク(%),横軸にr_･]J転数(%)

をとり,奨線ほ電動機,∴Ⅰエ縦は流体継子の止常

鎖緑は継手の引ずりトルクの相性をンJミす｡引ずリトルク

とは,継手の電動磯側を起動するときに現れるトルクで

あって第る図ほ被動側が静止している場合のIjtl線を示し

ている｡電動機を起動した場ヂナ,引ずりトルクが負荷ト

ルクとの交点Aに述するまでは被動側ほ静止しており,

電動機例のみが電動機トルクと引ずりトルクとの差で加

速される= 引ずりトルクがA点を越すと初めて被動側が

起動し,被動側ほ引ずりトルクと負荷トルクとの差で加

速される〕A点以~卜では負荷は逆転防止装苗により保持

される二

流体継手の正常運転時のトルク曲線および引ずりいレ

ク曲線ほ油の二:読によって変化L,また引ずりトルク曲線

はさらにl司--･油量でも,負荷側が静止している場rナ,回転

している場合はその州転数によってもそれぞれ異なる｡

第7図は起動時の電動機およびコンベヤの速度と時間の

関係を算け=刻示したもので,流体継了に油がほいってい

て引ずりトルクの故大の場合,変電所電圧が3,000Viこ

降下したときの最も条件の恋い♯6電動機の特性である｡

4.制 御 装 置

この 囲斜坑ベルトコンベヤほ,前 のように220klV
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圧誘導届蘭機によって駆動される9否のベルトコンベヤ

であって,総長約3,000mに及ふ- その制御装閏の主休

は坑内の各電動機室膏に設択される電動機主回路用肋■爆

高圧気中闘確聞(第8図)と現場操作箱(舞9図)および各

種故障保護用制蘭開閉器甑,坑外設置の照北辺転据作デ

スク(舞10図)と継′と一己岩達キユーピグル(弟11図)などより

成る｡コンベヤの運転は,総折制御~〟式により,電動タ

イマーによる坑Il佃電動機よりの岨け起動 坑底側電動

機よりの瞞序樟止,仝電動機のいっせい停止,運転室と

坑内電動機室との聞のイ.拐･,運転にはいる前の回路点検

などを一人の運転手が撫作デスク_卜の神ボタン既作によ

って行う._.またコンベヤおよびコンベヤ電動機や吾朝雄

ル ン′ べ ヤ

第10｢受l 照光運転操作デスク

第11図 継電器キユーピクル

911

常保護と,一某ミヤ;‡コンペ-ト以下のコンベヤのいっせい停止

および坑外の操作デ_スクへの異常の点滅表ホは自動的に

行われる._｡そのほか替コンベヤの現噺こおける埴独運転

も~可能となっている..

この制瀾博識'亡の特長とLてほ

(ト)操作樟緑木数が非常に少ない簡

こと(共通刃:線は4本)...

な方式である

(2J㍑膵臓棋の種酢と数量が非常に少なくてすむこ

とく-.

(3ノ いかほど総長の長い,また電動機台数の多いコ

ンベヤ設備にもそのまま適川されうる標準方式である

こと.

など力こあけられる､_ 第12図に電動機主川路および制

御回路系統闇値′jミす

次に舞12図について簡判こ運転棟㈲の説明を行う､つ

4.1運転準備

丈封伝に先だち,継電轟キユーピクル内の匁形開閉旨:一幸
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第12巨ズ1震動機上回路凍よび制瀾伸l路系穎パ1

第2表 現場切換開閉器の把手位置ランプ表ホ

KSを閉じ,操作デスク上の ボ抑傭推↑転 タンを抑すと

主幹接触器5が付勢して直流枚仰=1路が形成される弓

4.2 信 号

運転室と坑内芥電動機宅和悼牒には,イ…il引†川1ボタン

BS(信刃･)により所定の=けを送虔できる｡ベルはボタ

ンを抑している間だけl鶴る.ニノ運転宅では送イー一言および受†F‡

のとき橙色灯(0)が点灯するし

4.3 連動運転可能点検

コンベヤ電動機の通勤運転は行`電動機室(現場操作箱)

の一切換開閉器COSの把手がすべてr~出動｣ノッ刊･こあ

42

Ⅹ

Y

起動惇.1ト指令接触器

1■ェ横 寺相似卜接 亀虫錯

熱勅形過電流継■F主王詣

短絡 保 護 継 ′電器

`7昆動 機 壬 開 閉 指

断続リレーり郎章夫示J†j

押上機主回路用は触器

現場封亭上里独運転表小用

補
補
補

助
助
助

ろときにの裁■り■能であるノこれを確かめるために,操作

デスクの点検用抑ボタンBS(テスりを押すと,現場切

換m閉蘭明把手か:~`迅動｣にあるか,｢停止_｣にあるか,

または｢~顆独_■にあるかに従ってデスクの∴■､く検灯(L)は

おのおの弟2表のように表ホされるし=つ

いずれかの切換開閉継が｢停J卜｣または｢千言1独｣のと

き操作デスク.Ⅰ二の1射甜矧聞損車止または里独 示灯｣

(W)が点由一し補助接触詩語83が付勢されているので,順序

起動J~廿ボタンBS(′起動)を即しても起動できない｡なお

｢準独｣運髄LF｣のとき,その電動機の運転表示灯(R)は

11凋一している(舞2表ノ

4.4 連動起動条件

(i)現場抑傲開閉器COSのすべてがr~連動__rノッ

チにあるとき,および

(ii)坑外送揖系統のうち,A系統(選択野積),B系



集 団 斜 坑 ヤ 913;

統(前処理),C系統(前処f別のいずれかが運転してい
●

二･

順序起動~可能である｡ただし

(iii)操作デスクのCOSを｢~顆_jにおくと,上記の

(ii)に無関係に起動できるL_

4.5 順序起動

∴■､(検を終って順序起動Jl-jボタンBS(起動)を押すと,

10が付勢,したがって10Ⅹが付勢され,囲時に起動表ホ

灯(W)が点じ,電動タイマー2Alが駆動される｡･一-･方,

10Ⅹによって逆転宅および現場躁作箱のベルがいっせい

に鳴りほじめ起動警報を莞する｡,

タイマー2Alは数秒後その援瓜をlムー]じて52-0Ⅹ,52-

OYおよび52C(_)を順次什勢して#0コンベヤ電動機を

まず起動し,同時に運転操作デスクの赤色灯(R)が点灯

して‡0の運転を表示する｡J52C=が付倒してタイムリ

レー2T-0が駆動され,あるは時l揖後75C‖が付勢され

て利=二機Th()がゆるみ,#0コンベヤは仝 にほいる｡

一ノ∫,52-0Ⅹが付勢Lてタイマー2Alほ開放される

と川時iこ2A2が駆動され,数秒後‡0コンベヤ相補助接

触器52-0Ⅹを経て52-1Ⅹ,52-1Y,52Clを順次動作

させ‡1コンベヤ電動機を起動させるこ二 52-1Ⅹが村`勢す

るとl~■那加こ2A2は開放される.

#2コンベヤ電動機はふたたび2Alにより起動され,

以卜の電動機ほ電動タイマー2A2と 2Alが交互に駆

勤して定時限ごとに 勤していくこ 最終の#8 コンペヤ

が起動されると10Yが付勢され したが一つて10Ⅹが消磁

されてベルは鳴りやみ.タイマー2Al,2A2ほともに開

放される∪

タイマーの時限ほそのダイヤルによって広範囲に連続

的調整が~=J能となっている｡

4.る 順序停止

全電動機が運転中,操作デスク上の賑け停止ボタンB

S(停止)を即せば10したがって10Yが消磁され,電動タ

イマー2Blが駆動される..2Blは数分後その接点を閉

じて52-8Ⅹ,52--8Y,52C8 を順次消磁して‡8 コン

ベヤ電動機をまず停止させる｡52-･8Ⅹが消磁してタイマ

ー2Blほ閲放され,同時に2B2が駆動され,数分後そ

の接点を閉じて52-7Ⅹ,52-7Y,52--C7 を順次消磁し

て#7コンベヤ電動機を停止させるし.52--7Ⅹが消磁する

と脚寺にタイマー2Ⅰ∋2は開放される′〕

以ドタイマー2Blと2B2とが交互に動作することに

より,コンベヤは起動順とほ迎の順に坑底側より坑口捌

へと停止していき,#0 コンベヤ停止とともにタイマー

はいずれも開放される｡√`電動機停止とともに肴電動機の

運転表示灯も順次に消える_.

4.7 し､っせい停止

操作デスクのいっせい住【ヒボタンBS〔.いっせい停_L上二)

を押せば5が開放され,操作l■-り路の電源が断たれて,コ

ンベヤはいっせい停止する｡

4.8 系統の一部停止および再起動

いずれかの現場切換開閉器COSを｢停止_1ノッチに

おけば,52--Y したがって52Cが消磁されてその電動像

が停止し,さらにその電動機より坑底側の電動機もすべ

て停止する.ご｣子葉作デスクの｢現場欄間器停止虻たほ単独

表ホ灯_｣(W)が点灯するし

電動機停止後にふたたびそのCOSを｢連動｣ノッチ

にもどすと,83が消磁されると同時に10Ⅹは什 され,

Lたがって帖止した電動機群ほ順序起動し警報も叱る｡

ただし,上.氾のように通常系統の 一部停止をすれば,

残りのコンベヤほ空根となるので運転室でほ順序停止を

指令するし_ この後は｢停止__lノッチにおいた切換開閉静

を｢~辿動_｣ノッチi･こもどしても10したがって10Ⅹが消

起されているので順序起動帽できない｡

4.9 保護装置

辿動運転中にもしいずれかの電動機あるいほコンベヤ

が下記の異常状態になったときほ,その電動機の49Ⅹ,

52Y,52Ⅹ,52Cが順次に消磁され,したがってその電助

機およぴそれより坑底例のコンベヤほいっせいに停止し

て,それらの

し
け
八

一小表転 rは汀jえ,フリッカリレー66が動

作し.苓所のベルは断続して鳴って異常警報を発し,操

作デスク_h瑚登色畑(0)は点滅する｡また故障コンベヤ

の∴■､(倹灯(L)は仝抑こ,それより坑底側のコンベヤの点

検灯ほ半別に州寺に明滅する.ニノ

(i)電動機過払荷(49--C動作)の場合

(ii)電動機回路板絡(51-C動作)の場合

(iii)シュートl別塞(LSt;動作)の場合

(iv二)ベルトスリッフ~(CfS動作)の暢合

(Ⅴ)抑上磯の動作不十分(ある時限後LSrr動作せ

ず)の場合

この場合,順序停止を指令するか,またはいっせい一事

止ボタンを抑せば66が消磁されて異常警報ほやむ｡

停電の際ほい一〕せいに仲止し,‖起動は順序起動によ

り行う{〕

4.10 現場単独運転

現場切換開閉器COSを｢仲止｣またほ｢｢過勤｣ノッ

チからl~_t削虫｣ノッチに入れると,52-Yしたがって52-

Cが什 され.その電動機のみを単独運転でき,操作デ

スクの運転表示灯(R)は点灯する｡

5.結 言

わが国の斜坑コース巻による運搬量は,すでに限ちl如こ

達しているところが多い._.ベルトコンベヤは比較的梢造

が簡単で,運搬1■-ミニがきわめて人きい｡ベルト強度の酢人,

機械斧部およひ総柏制御渠昭の進歩により,斜坑運搬設
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